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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穿刺アダプタが着脱自在に装着される超音波探触子において、
　超音波ビームを形成するアレイ振動子を内蔵した先端部と、
　前記先端部から伸長した細長い本体部と、
　を含み、
　前記本体部の特定側面には前記超音波ビームの電子走査方向における基準端を指標する
マークとして機能する突状部が形成され、
　当該超音波探触子に前記穿刺アダプタを装着させた装着状態において、前記穿刺アダプ
タの取付機構における位置決め係合部が前記突状部に係合し、これによって、当該超音波
探触子に対する前記穿刺アダプタの適正な位置決め状態が形成され、
　前記突状部は探触子中心軸方向に伸長した形態を有し、
　前記突状部における前端側及び後端側に、前記本体部の特定側面から起立した垂直面と
しての前端面及び後端面が形成され、
　前記位置決め係合部は、前記突状部をくわえ込む枠体を有し、前記枠体における前側内
面が前記前端面に当たり且つ前記枠体における後側内面が前記後端面に当たることによっ
て、前記穿刺アダプタの前記超音波探触子中心軸方向における装着位置が規定される、
　ことを特徴とする超音波探触子。
【請求項２】
　請求項１記載の超音波探触子において、
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　前記本体部の特定側面における前記突状部の周囲近傍は平坦面として形成され、
　前記位置決め係合部は前記平坦面に対して面接合する平坦な係合面を有する、
　ことを特徴とする超音波探触子。
【請求項３】
　請求項１記載の超音波探触子において、
　前記先端部の各側面及び前記本体部の各側面は、前記突状部を除いて前記穿刺アダプタ
を装着するための突起及び孔を有しない滑らかな連続面として構成された、
　ことを特徴とする超音波探触子。
【請求項４】
　請求項３記載の超音波探触子において、
　前記先端部における各側面には指の腹を受け入れる凹球面状に緩やかに窪んだ窪み面が
形成された、
　ことを特徴とする超音波探触子。
                                                                                

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波探触子に関し、特に穿刺アダプタが装着される超音波探触子の形態に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波探触子（プローブ）は、超音波診断のために超音波を送受波する送受波器である
。特許文献１に示されるように、超音波探触子は先端部（ヘッド）と本体部（ボディ）と
で構成される。先端部にはアレイ振動子が内蔵されている。一般に、先端部は本体部より
も肥大しており、先端部はそれ全体として丸みをもっている。
【０００３】
　超音波診断を行いながら、つまり超音波画像を観察しながら、生体に対して穿刺を行っ
て薬剤注入、組織採取等を行うために、超音波探触子に対して穿刺アダプタが装着される
。穿刺アダプタは、穿刺針を保持するホルダ、ホルダを超音波探触子に固定する取付機構
、等を有する。穿刺アダプタを超音波探触子に対して適正な姿勢で装着するために、従来
においては、超音波探触子の先端部の外表面に複数の凸部（突起）あるいは凹部（孔）が
形成されている（特許文献２－６参照）。つまり、そのような部分に穿刺アダプタの一部
を引っ掛けることによって、穿刺アダプタが位置決められ、適正装着状態が確保される。
【０００４】
　ちなみに、従来から、超音波探触子の特定側面にはフロントマークと称されるような突
状部が形成されている。例えば、その突状部は上下方向に伸長した流線形状を有する。そ
のような突状部の形成位置を確認（目視確認、触感確認）することによって、超音波ビー
ムの電子走査方向における基準端（例えば、電子走査開始端）を容易に認識できる。
【０００５】
【特許文献１】意匠登録第１１４３１４５号公報
【特許文献２】意匠登録第１０１８６４１号公報
【特許文献３】意匠登録第１０７４６１２号公報
【特許文献４】意匠登録第１０９６９０２号公報
【特許文献５】意匠登録第１１６６１４１号公報
【特許文献６】意匠登録第１２３７５８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、超音波探触子（特に先端部）の外表面に上記のような複数の凸部や凹部
を形成すると、超音波探触子を手で把持してそれを操作する場合において、邪魔な存在と
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なりやすい。とりわけ、超音波探触子の先端部を指先で挟んでつまみ持つような場合、指
先の腹と超音波探触子表面との間の密着状態を形成し難くなる。
【０００７】
　本発明の目的は、穿刺アダプタの装着のために探触子表面に特別な複数の突起や特別な
複数の孔を形成することなく、穿刺アダプタを適正かつ確実に装着できるようにすること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、穿刺アダプタが着脱自在に装着される超音波探触子において、超音波ビーム
を形成するアレイ振動子を内蔵した先端部と、前記先端部から伸長した細長い本体部と、
を含み、前記本体部の特定側面には前記超音波ビームの電子走査方向における基準端を指
標するマークとして機能する突状部が形成され、当該超音波探触子に前記穿刺アダプタを
装着した装着状態において、前記穿刺アダプタの取付機構における位置決め係合部が前記
突状部に係合し、これによって、当該超音波探触子に対する前記穿刺アダプタの適正な位
置決め状態が形成される、ことを特徴とする。
【０００９】
　上記構成によれば、超音波探触子の表面に形成された突状部を視認しあるいは触れるこ
とによって、電子走査方向の基準端を確認することができる（例えば、断層画像を表示し
た場合に断層画像の向きと超音波探触子の向きの関係を認識できる）。また、穿刺アダプ
タを装着する場合において、位置決め係合部が突状部と結合し、これによって穿刺アダプ
タを適正な位置及び向きで超音波探触子に装着することができる。突状部は、以上のよう
に、視認されるマークとして機能し、また、穿刺アダプタ装着時の位置決め部材として機
能する。非穿刺時に突状部が邪魔にならないようにその形状を全体として流線形とするの
が望ましい。
【００１０】
　望ましくは、前記突状部は探触子中心軸方向に伸長した形態を有し、前記突状部におけ
る前端側及び後端側に、前記本体部の特定側面から起立した垂直面としての前端面及び後
端面が形成され、前記位置決め係合部は、前記突状部をくわえ込む枠体を有し、前記枠体
における前側内面が前記前端面に当たり且つ前記枠体における後側内面が前記後端面に当
たることによって、前記穿刺アダプタの前記超音波探触子中心軸方向における装着位置が
規定される。
【００１１】
　上記構成において、突状部は超音波探触子軸方向に伸長した形態を有し、望ましくは流
線形あるいは涙滴形状を有する。非穿刺時において突状部が邪魔にならないように突状部
の形態を定めるのが望ましい。これにより自然な操作感覚を得られる。突状部の両端をそ
れぞれ先細形状とすると、超音波探触子軸方向における位置決め精度を向上することが難
しくなることもある。これに対して、上記構成によれば、突状部の両端が面取りされてお
り、すなわち、その両端に前端面及び後端面が形成されているので、それらに枠体内面を
当てて、超音波探触子軸方向の位置決めを向上できる。結合部における枠体内に、突状部
が収容される開口部を形成する場合、その長さを突状部の長さに一致させ、その幅を突状
部の幅に一致させるのが望ましい。
【００１２】
　望ましくは、前記本体部の特定側面における前記突状部の周囲近傍は平坦面として形成
され、前記位置決め係合部は前記平坦面に対して面接合する係合面を有する。この構成に
よれば、平坦面と係合面とが面接合することにより、穿刺アダプタの安定した装着状態を
構築できる。特に、本体部が棒状の場合に穿刺アダプタが本体部の円周方向にぐらつくこ
とを防止できる。
【００１３】
　望ましくは、前記先端部の各側面及び前記本体部の各側面は、前記突状部を除いて前記
穿刺アダプタを装着するための突起及び孔を有しない滑らかな連続面として構成される。
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この構成によれば、従来のような装着用の突起及び孔が形成されていないので、操作性を
向上できる。望ましくは、前記先端部における各側面には指の腹を受け入れる凹球面状に
緩やかに窪んだ窪み面が形成される。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、本発明によれば、穿刺アダプタの装着のために探触子表面に専用
の突起や孔を形成することなく、穿刺アダプタの適正かつ確実な装着を行える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
　図１には、本発明に係る超音波探触子の好適な実施形態が示されており、図１は超音波
探触子の第１斜視図である。この超音波探触子は、図示されていない超音波診断装置本体
に対してケーブルを介して接続されるものである。本実施形態に係る超音波探触子は、人
体又は動物の超音波診断を行うために超音波を送受波するプローブであって、それ全体と
して棒状の形態を有している。
【００１７】
　図１に示される超音波探触子は本体部１０、先端部１２及びケーブル取付部１４を有し
ている。本体部１０は概略的に見て円筒形状を有しており、先端部１２から伸長している
。なお、図１においてＺ方向は超音波探触子の中心軸方向であり、Ｘ方向は超音波ビーム
が走査される電子走査方向であり、これは振動素子配列方向あるいは走査面形成方向に相
当する。Ｙ方向はＸ方向及びＺ方向に直交する方向である。
【００１８】
　本体部１０は上述のようにそれ全体として円筒形状を有しているが、本実施形態におい
てはその中間部分が若干括れている。本体部１０におけるＺ方向の各位置において断面は
基本的に円形である。ただし、後に説明するように特定側面上において一部分が面取り加
工されており、すなわち平坦面２８が存在する。その平坦面２８は平面であり、それが存
在する位置においては本体部１０の断面は完全には円形ではない。
【００１９】
　先端部１２は、本体部１０よりもやや肥大した形態を有している。送受波面１６は、円
筒面として構成されている。先端部１２の内部にはアレイ振動子が設けられている。アレ
イ振動子は、円筒形状をもった送受波面１６の内面に沿って円弧状に配列された複数の振
動素子によって構成されている。アレイ振動子によって超音波ビームが形成され、その超
音波ビームは電子的に走査される。本実施形態においては電子走査方式として電子リニア
走査が適用されている。すなわち円弧状に配列された複数の振動素子に対して電子リニア
走査を適用することにより、いわゆるコンベックス走査が行われる。すなわち扇状の形態
をもった走査面を形成することができる。
【００２０】
　先端部１２は、図示されるように４つの側面を有する。具体的には第１の側面１２Ａ、
第２の側面１２Ｂ、第３の側面１２Ｃ及び第４の側面１２Ｄを有する。第１の側面１２Ａ
及び第２の側面１２Ｃは図示されるように幅広の側面であり、それらはＸ方向に平行な側
面である。第２の側面１２Ｂ及び第４の側面１２Ｄは幅の狭い側面であって、それらはＸ
方向に直交する側面である。
【００２１】
　本実施形態において、第１の側面１２Ａ及び第３の側面１２Ｃには窪み面ペア１８が形
成されている。これについて詳述する。窪み面ペア１８は、２つの窪み面２０，２２によ
って構成される。それぞれの窪み面２０，２２は、その中央部が奥側に若干引っ込んだ全
体として凹球面形状を有するものである。すなわち、指の腹を当てがった場合においてそ
の指の腹の面に密着するすり鉢形状を有している。各窪み面２０，２２は、Ｘ方向及びＹ
方向の両方向において円弧状に窪んでおり、それらの方向における曲率は適宜定めること
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が可能である。また各位置の曲率を連続的に可変するようにしてもよい。下段の窪み面２
０と上段の窪み面２２との間には外側に張り出した尾根として稜線２３が形成されている
。この稜線２３も円弧状のラインとして構成されており、その中央部分がやや奥側に下が
っている。なお、第３の側面１２Ｃにおいても上記同様の窪み面ペア１８が形成されてい
る。
【００２２】
　先端部１２における第２の側面１２Ｂ及び第４の側面１２Ｄにも窪み面が形成されてい
る。図１には第２の側面１２Ｂに形成された窪み面２４が現れている。窪み面２４は本体
部１０から先端部にかけて立ち上がった斜面上に形成されており、上記の窪み面２０，２
２と同様に凹球面状の湾曲面を構成している。窪み面２４の位置は、Ｚ方向において、上
記の窪み面２２の位置とほぼ同じであるが、厳密には窪み面２２よりも窪み面２４の方が
やや先端側まで広がっている。
【００２３】
　本体部１０における特定側面、具体的には第２の側面１２Ｂ上には平坦面２８が形成さ
れている。この平坦面２８は本体部１０における特定側面を部分的に面取りした平面とし
て構成されており、その先端側は上記の窪み面２４に連絡している。図１には示されてい
ないが、平坦面２８と窪み面２４との間には稜線が存在する。
【００２４】
　平坦面２８には図示されるように突状部２６が形成されている。突状部２６は平坦面２
８から外側に膨らんだ形態を有し、それはＺ方向に伸長している。具体的には、突状部２
６は流線形状あるいは涙滴形状を有する。ただし、その前端及び後端は面取り加工されて
おり、これについては後に説明する。この突状部２６は本実施形態において２つの機能を
有している。第１の機能はいわゆるフロントマークとしての機能である。すなわち、アレ
イ振動子における電子走査方向の基準端（開始端）を表すマークとして機能する。ちなみ
に、アレイ振動子に対する電子走査は基準端側から繰り返し実行されるが、もちろん、電
子走査が往復走査の方式によって行われてもよい。フロントマークとしての突状部２６を
目視確認し、あるいは超音波探触子を把持している手によって触れることにより、基準端
を容易に知覚することが可能である。第２の機能は超音波探触子に対して穿刺アダプタを
装着する場合における係合機能である。すなわち、この突状部２６を用いて穿刺アダプタ
の位置決めを行うことが可能である。これについては後に詳述する。
【００２５】
　突状部２６が上述のように流線形状を有しており、すなわちＹ方向について観察した場
合に丸みをもって形成され、Ｚ方向において観察した場合にも丸みをもって形成されてい
るため、超音波探触子を保持した場合において突状部２６がその保持の妨げとなったり、
違和感を与えたりするような問題は生じない。
【００２６】
　ケーブル取付部１４はケーブルブーツとして機能するものであり、そのケーブル取付部
１４にはいわゆるプローブケーブルが挿通される。そのプローブケーブルを介して超音波
探触子を超音波診断装置本体に接続することが可能である。プローブケーブルについては
図示省略されている。これは図２以降に示す各図において同様である。
【００２７】
　図２には、超音波探触子の第２斜視図が示されている。図２においては第４の側面１２
Ｄが現れており、そこに形成された窪み面３０が示されている。第２の側面に形成された
窪み面と第４の側面１２Ｄに形成された窪み面３０は、互いに対称の位置に形成され、か
つ、同一形状を有している。これは、第１の側面１２Ａと第３の側面に形成された窪み面
ペアについても同様である。図２においては、第１の側面１２Ａに形成された窪み面ペア
を構成する２つの窪み面２０，２２が現れている。
【００２８】
　図３は超音波探触子の正面図である。本体部１０における特定側面としての第３側面に
は上述したように平坦面２８が形成されており、そこには突状部２６が突出形成されてい
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る。突状部２６の前端側には平坦面２８から起立した水平面２６Ｂが形成されている。こ
れと同様に、突状部２６の後端側には平坦面２８から起立した平面２６Ａが形成されてい
る。それらの平面２６Ａ，２６Ｂは平坦面２８から見て垂直面に相当する。また、それら
は流線形状をもった突状部２６の両端を面取り加工した後の端面として理解できる。この
ように突状部２６における両端部に平面２６Ａ，２６Ｂを形成することにより、後に詳述
するように、穿刺アダプタの装着状態において、その取付機構の一部を成す結合体を突状
部２６に結合した場合、両者を一体的に連結させることが可能となる。特に、Ｚ方向にお
ける位置ずれを防止することが可能となる。
【００２９】
　図４には、図３に示すＡ－Ａ断面が示されている。すなわち、図４には第１の側面及び
第３の側面にそれぞれ形成された窪み面ペアが現れている。具体的には、第１の側面には
窪み面２０，２２が形成され、それらの間には稜線２３が存在する。同様に、第３の側面
には窪み面３２，３４が形成され、それらの間には稜線３５が存在する。上述したように
、各窪み面２０，２２，３２，３４はその中央部が引っ込んでおり、すり鉢状の形態を有
する。但し、上段にある窪み面２２，３４の方が下段にある窪み面２０，３２よりもより
大きな窪み量を有している。なお、図４においては内部機構は図示省略されている。
【００３０】
　図５には、超音波探触子の底面図が示されている。第４の側面には上述した窪み面３０
が存在している。図６には、図５に示すＢ－Ｂ断面が示されている。図示されるように第
２の側面及び第４の側面にはそれぞれ窪み面２４，３０が存在している。また第２の側面
上には突状部２６が平坦面２８から起立して形成されている。図６においても内部機構が
図示省略されている。
【００３１】
　本実施形態に係る超音波探触子は以上の構成を有するため、以下の図７～図１３に示す
ような効果を得ることができる。図７には超音波探触子の先端部が拡大図として示されて
いる。図８及び図９には超音波探触子をペン持ち状態で保持した様子が示されている。図
８及び図９に示されるように、ペン持ち状態においては、親指の腹が例えば第１の側面に
形成された上段の窪み面に当接され、その場合において人差し指の腹が第２の側面に形成
された窪み面に当接される。その際、人差し指の腹が第３の側面に形成された下段の窪み
面に当てられる。その他の指は人差し指に添えられることになる。
【００３２】
　すなわち、超音波探触子をペン持ち状態で保持した場合、親指及び人差し指などの腹が
それぞれの窪み面に当接されることになり、指の腹と窪み面との面接合によって指の腹が
超音波探触子の表面から滑ってしまうことを防止することができ、超音波探触子をしっか
りと摘んで持つことが可能となる。例えば、動物などの超音波診断においては、体毛を介
して超音波探触子の送受波面を体表面に強く当接する必要があるが、その場合において、
本実施形態の超音波探触子によれば複数の窪み面が形成されているため、それらの１つ又
は複数の窪み面に１又は複数の指の腹を当てて、超音波探触子の保持力を高め、それをも
って超音波探触子を体表面に強く当てることが容易である。
【００３３】
　図１０及び図１１には、超音波探触子を摘んで保持した状態が示されている。すなわち
、図１０に示す例では第１側面及び第３の側面に形成された上段の窪み面がその両側から
親指の腹と人差し指の腹によって挟まれており、その状態においても指の腹と窪み面との
密着度を高められるので、超音波探触子を確実に保持することができる。なお、その場合
において人差し指の腹は必要に応じて第３の側面における下段の窪み面に当接される。
【００３４】
　図１１に示す例では、第２の側面及び第４の側面に形成された窪み面を親指及び人差し
指の腹で挟み持つ状態が示されている。このような場合においても、指の腹と窪み面との
面接合により超音波探触子を確実に保持することができる。
【００３５】
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　更に、図１２には、超音波探触子における第１の側面及び第３の側面を摘んで持った状
態が示されている。この場合においては、第１の側面及び第３の側面に形成された下段の
窪み面に親指及び人差し指の腹が当接されており、このような状態においても確実に超音
波探触子を保持することができる。ちなみに、図１２に示すような持ち方を採用すると、
被検者の体表に親指及び人差し指の一部分を接触させることが容易であるので、そのよう
な接触を介して超音波診断部位の表面あるいは内部を触覚をもって認識できるという利点
がある。例えば、肋骨の存在を触感によって認識し、肋間に超音波探触子の送受波面を適
切に当接することも可能である。
【００３６】
　図１３には、超音波探触子をペン持ちした状態が示されている。符号１００で示される
ように、突状部が流線形状を有しているため、それが超音波探触子を保持する手を妨げる
ことはなく、しかも電子走査の基準端をその接触によって容易に認識することができる。
【００３７】
　以上のように、本実施形態に係る超音波探触子は、複数の側面のそれぞれに窪み面を形
成したので、いろいろな方向から超音波探触子を確実に摘み持つことが可能である。また
、第１の側面及び第３の側面には上段及び下段にそれぞれ窪み面を形成したため、摘み持
つ高さに自由度をもたせることが可能である。もちろん、各窪み面の周囲あるいは隣接す
る窪み面の間はある程度の丸みをもって形成されているため、窪み面に指を当てずに自由
な持ち方を採用した場合においても苦痛が生じることはない。また４つの側面にそれぞれ
窪み面を形成したため結果として隣接する窪み面間に丸みをもった角部分が生じており、
超音波探触子を持った際に面の向きを直感的に認識し易いという利点がある。更にその角
部分を利用して超音波探触子を手の中で回転させることも容易である。
【００３８】
　なお、上記実施形態においては、４つの側面にそれぞれ窪み面が形成されていたが、少
なくとも１つの側面に窪み面を形成すれば、その窪み面と指の腹とが接合できる状態があ
る限りにおいて上記同様の効果を得られる。また、上記実施形態においては第１の側面及
び第２の側面に窪み面ペアを形成したが、少なくとも１つの側面に窪み面ペアを形成すれ
ば上記同様の効果を得ることができる。
【００３９】
　送受波面の形状を円筒形状から平坦な形状に変えるようにしてもよい。その場合におい
て電子リニア走査あるいは電子セクタ走査を適用するようにしてもよい。また、場合によ
っては２Ｄアレイ振動子を設けて三次元エコーデータの取込みを行うようにしてもよい。
【００４０】
　次に、穿刺アダプタが取付けられた超音波探触子について図１４～図１６を用いて説明
する。図４に示される超音波探触子は、上記において図１等を用いて示した超音波探触子
と基本的に同一である。図１４においては超音波探触子が符号６によって示されており、
穿刺アダプタが符号８によって示されている。
【００４１】
　穿刺アダプタ８は取付機構４０とホルダ４８とを有している。取付機構４０は超音波探
触子６に対して穿刺アダプタ８を取り付けるための金具として機能する。ホルダ４８は取
付機構４０に連結されており、ホルダ４８によって穿刺針５０を案内、保持することがで
きる。穿刺針５０は体内における組織の採取あるいは薬剤注入などの用途で用いられる。
すなわち、超音波診断を行って断層画像を観察しながら穿刺を行う場合に穿刺アダプタ８
が利用される。
【００４２】
　取付機構４０は半リング状の形態を有する第１部材４２及び第２部材４４を有し、それ
らの連結によってそれらの内部に超音波探触子６の本体部が保持される。取付機構４０は
後に詳述するように、結合手段としての枠体４６を有する。
【００４３】
　図１５には、穿刺アダプタが取付けられた超音波探触子の上面図である。穿刺アダプタ
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は上記のように枠体４６を有し、枠体は突状部２６を取り囲む矩形の形状を有する。具体
的には、枠体４６は後に説明するように突状部２６を収容する開口部を有している。
【００４４】
　図１６には、上記の取付機構についての斜視図が示されている。図１６においてはホル
ダが図示省略されている。
【００４５】
　第１部材４２と第２部材４４とによって超音波探触子の本体部が挟み込まれる。第１部
材４２と第２部材４４は、ヒンジ６０を介して互いに開閉することができ、それらの部材
４２，４４はピン６２によって連結される。枠体４６は上述したように開口部６４を有し
ており、その開口部６４内に突状部が差し込まれる。枠体４６の内面すなわち底面は平坦
面４６Ａとして構成されており、その平坦面４６Ａは本体部に形成された平坦面と面接合
する。すなわち、平面と平面の接合によって取付機構を安定して超音波探触子に装着する
ことができる。特に、取付機構が超音波探触子の軸回り方向にぐらつくことを防止するこ
とができる。
【００４６】
　開口部６４の長さは上述した突状部の長さに合致しており、開口部４６の幅は上述した
突状部の幅に合致している。突状部の前端面は開口部６４における前側内面に当接し、突
状部における後端面は開口部６４における後側内面６６に当接する。これによって軸方向
すなわちＺ方向における位置ずれが確実に防止される。
【００４７】
　本実施形態においては、各図に示したように、突状部を除いて、超音波探触子の全体が
滑らかな連続面として構成されており（送受波面を構成する音響レンズの周囲には部材接
合が生じるがその部分は事実上無視できる）、すなわち、従来の超音波探触子のように、
穿刺アダプタを取り付ける際に利用される突起あるいは孔が存在しないため、それらによ
って操作性が低下する問題を回避することができる。特に、孔を設けるとその内部にゴミ
などが進入してしまうこともあるが、本実施形態においてはそのようなものは設けられて
いないため、当該問題を解消することができる。
【００４８】
　図１４～図１６には突状部を完全にくわえ込む枠体が利用されていたが、同様の作用効
果を得られる限りにおいて他の構造を採用することも可能である。また穿刺針の保持方式
としては従来から採用されている各種の方式を採用することができ、本実施形態において
は走査面上に穿刺針が差し込まれているが、走査面を交差する方向に穿刺針を進入させる
方式を採用してもよい。また、穿刺針の穿刺角度を自在に設定できる機構を設けるように
してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本実施形態に係る超音波探触子の第１斜視図である。
【図２】本実施形態に係る超音波探触子の第２斜視図である。
【図３】本実施形態に係る超音波探触子の正面図である。
【図４】本実施形態に係る超音波探触子のＡ－Ａ断面図である。
【図５】本実施形態に係る超音波探触子の底面図である。
【図６】本実施形態に係る超音波探触子のＢ－Ｂ断面図である。
【図７】先端部の拡大図である。
【図８】ペン持ちした状態を示す図である。
【図９】ペン持ちした状態を示す図である。
【図１０】一対の上段窪み面を摘みもった状態を示す図である。
【図１１】一対の上段窪み面を摘みもった状態を示す図である。
【図１２】一対の下段窪み面を摘みもった状態を示す図である。
【図１３】超音波探触子をペン持ちした状態を示す拡大図である。
【図１４】超音波探触子に穿刺アダプタを装着した状態を示す正面図である。
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【図１５】超音波探触子に穿刺アダプタを装着した状態を示す上面図である。
【図１６】取付機構の斜視図である。
【符号の説明】
【００５０】
　６　超音波探触子、８　穿刺アダプタ、１０　本体部、１２　先端部、１４　ケーブル
取付部、１６　送受波面、１８　窪み面ペア、２０，２２，２４　窪み面、２３　稜線、
２６　突状部、２８　平坦面。

【図１】
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